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宮城県から得られた東北地方太平洋沿岸初記録となるキジハタ

櫻井慎大 1・増田義男 2・時岡　駿 1・冨樫博幸 1

A single specimen (193.0 mm in standard length) of a red-
spotted grouper, Epinephelus akaara (Temminck and Schlegel, 
1843) (Epinephelidae), was collected by set net from the coast 
of Miyagi Prefecture, Tohoku District, Japan in November 2024. 
In Japanese waters, this species has previously been known from 
the Sea of Japan coast from Hokkaido to southern Kyushu, the 
Pacific coast from Suruga Bay to southern Kyushu, East China 
Sea coast, Mutsu Bay, Tsu-shima island, the Seto Inland Sea and 
Kagoshima Bay. However, the species has not been recorded 
from the Pacific coast of Tohoku District including Miyagi Pre-
fecture. Therefore, this is the first record of E. akaara from Mi-
yagi Prefecture and the Pacific coast of Tohoku District, and the 
morphological features of the specimen are described in detail in 
this study.
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 Abstract

ハタ科アカハタ属（Epinephelidae; Epinephelus）は多様

な形態をもつ多くの種が含まれる分類群であるため形態

的な定義を定めることは困難であるものの，背鰭棘数が

11，臀鰭軟条数が通常 8，腹鰭起部が基本的に胸鰭基底部

の直下もしくは後方に位置する，口蓋骨歯があるなどの特

徴から概ね他属と識別が可能である（中村・本村，2022）．

本属魚類は日本からは 44 種が知られており（中村・本

村，2022；本村，2025），宮城県沿岸からはオオモンハタ

E. areolatus (Forsskål, 1775)，アオハタ E. awoara (Temminck 

and Schlegel, 1842)，クエ E. bruneus Bloch, 1793 およびアカ

ハタ E. fasiatus (Forsskål, 1775) の 4 種がこれまで報告され

ている（高橋，2022；櫻井ほか，2024a；石川・高津戸，

2024；鈴木ほか，2025）．これら 4 種はいずれも 2020 年以

降にはじめて宮城県沿岸から記録され，それ以前まではア

カハタ属魚類の記録はなかった（座間，2001）．これらが

近年宮城県沿岸に新たに出現した要因としては，黒潮続流

の波及や親潮第一分枝の流量低下に伴って海水温が著しく

高い状態が長期にわたり継続するといった，いわゆる海洋

熱波の影響が指摘されている（石川・長岡，2023；櫻井ほ

か，2024a; Sato et al., 2024；石川・高津戸，2024；鈴木ほか，

2025）．また，アカハタ属魚類に限らず，近年宮城県を含

む東北地方沖太平洋沿岸域では，これまで漁獲量の少な

かったタチウオ Trichiurus japonicus Temminck and Schlegel, 

1844，マダイ Pagrus major (Temminck and Schlegel, 1844)，

チダイ Evynnis tumifrons (Temminck and Schlegel, 1843)，ア

カ ム ツ Doederleinia berycoides (Hilgendorf, 1878) な ど の

魚種の水揚げが急激に増加していることに加え（高橋，

2022；増田・片山，2022；筧・成松，2024，増田，2023；

宮城県水産技術総合センター，2024），さまざまな南方系

魚類の北限記録が報告されており［例えば，石黒・三澤

（2023），相澤・池田（2024）；櫻井ほか（2024a, b），浜橋

（2024），手良村ほか（2024）］，当該海域における魚類相は

急激に変化していることが窺える．宮城県沿岸を中心とし

た三陸沿岸地域は国内でも有数の漁場として知られ，この

ような急激な魚種組成の変化は地先の漁業へも大きな影響

を及ぼしている（高橋，2022；筧・成松，2024）．したがっ

て，その全容を解明するためにも宮城県沿岸域における魚

類相の変化を継続的にモニタリングし，その現状を把握す

ることはきわめて重要である．

2024 年 11 月に，宮城県石巻市沿岸に設置されてい

る定置網から 1 個体のキジハタ E. akaara (Temminck and 

Schlegel, 1843) が採集された．本標本は宮城県および東北

地方太平洋沿岸における本種の初めての記録であるため，

ここに報告する．
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材料と方法
本標本は 2024 年 11 月 28 日に宮城県石巻市小竹地区沿

岸の小型定置網により漁獲され，宮城県水産技術総合セン

ターにて 2024 年 12 月 10 日まで水槽にて飼育し，死亡後

に海水とともに凍結保存した．凍結保存された標本は解凍

後に生鮮状態でカラー写真を撮影したのち，10% 中性ホ

ルマリン液で固定後に水洗し，70% エタノール水溶液中

で保管した．計数・計測方法は Randall and Heemstra (1991)

に従った．全長は TL と，標準体長は体長または SL と表

記し，体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mm まで行った．

標本に関する情報は，標本番号，全長，体長，採集場所，

採集方法，採集地点の水深，緯度経度，採集年月日，採集

者の順に記した．本種の帰属および学名は中村・本村（2022）

に従った．生鮮時の体色の記録は固定前に撮影されたカ

ラー写真に基づく．本研究に使用した標本は国立研究開発

法人水産研究・教育機構（SNFR）に登録・収蔵されている．

Epinephelus akaara (Temminck and Schlegel, 1843)

キジハタ
（Fig. 1）

標本　SNFR 24747，238.8 mm TL，193.0 mm SL，宮城

県石巻市小竹地区沿岸，小型定置網，38°17′N, 141°33′E，

水深 20 m，2024 年 11 月 28 日，伊妻英貴．

記載　背鰭条数 XI, 16；臀鰭条数 III, 8；胸鰭条数 17；

腹鰭条数 I, 5；縦列鱗数 93；側線有孔鱗数 50；鰓耙数

7+15=22．体長に対する体各部の割合（%）：体高 32.8；

体幅 16.1；頭長 38.7；吻長 9.5；眼径 6.3；両眼間隔 6.7；

眼下高 3.7；上顎長 16.7；尾柄高 12.6；尾柄長 17.2；背

鰭前長 36.0；臀鰭前長 69.1；腹鰭前長 39.5；背鰭基底長

58.3；背鰭第 1 棘長 5.2；背鰭第 2 棘長 9.8；背鰭第 3 棘長

12.2；背鰭第 4 棘長 12.4；背鰭第 5 棘長 12.4；背鰭第 6 棘

長 12.4；背鰭第 7 棘長 12.2；背鰭第 8 棘長 11.5；背鰭第 9

棘長 11.4；背鰭第 10 棘長 11.0；背鰭第 11 棘長 11.2；背鰭

最長軟条長 16.5；臀鰭基底長 18.9；臀鰭第 1 棘長 5.6；臀

鰭第 2 棘長 10.1；臀鰭第 3 棘長 9.7；尾鰭長 22.7；胸鰭長

25.1；腹鰭棘長 9.3；腹鰭長 17.7．体は前後方向に長い楕

円形で側扁し，尾柄部は強く側扁する．体高はやや低く，

背鰭第 2 棘基部付近で最大となる．体背縁は吻端から背鰭

基部にかけて上昇し，背鰭基部から尾鰭基底部にかけて緩

やかに下降する．体腹縁は下顎の先端から腹鰭基部にかけ

て緩やかに下降し，臀鰭基底部付近まで体軸とほぼ平行に

はしり，臀鰭基底部から尾鰭基底部にかけて緩やかに上昇

する．口は端位で，下顎が上顎よりやや突出する．上顎後

端は眼中央の直下に位置する．両顎には 2–4 列の円錐歯が

並び，両顎ともに歯列は先端部に向かうほど幅広い．両顎

とも先端部に 1 対の犬歯状歯がある．上顎歯は先端部で肥

大し，内側に湾曲する．鋤骨歯と口蓋骨歯がある．眼は正

円形で，瞳孔は前後方向に長い楕円形．鼻孔は 2 対で近接

し，前鼻孔は管状で，後鼻孔は円形．両鼻孔は眼窩前縁の

前方に位置する．前鰓蓋骨の後縁は鋸歯状．鰓蓋上部には

3 棘が 1 列に並び，そのうち中央の棘が最も顕著で，他の

棘は小さい．鰓蓋後端は背鰭第 3 棘基部直下に位置する．

背鰭は 1 基．背鰭第 1 棘基部は胸鰭基部上端のほぼ直上に

位置する．背鰭棘条は第 1 棘が最も短く，第 4 棘にかけて

徐々に大きくなり，第 3 棘から第 6 棘はほぼ同寸，第 6 棘

以降は徐々に短くなる．背鰭棘条部の鰭膜は前方ほど深く

切れ込む．背鰭軟条部の縁辺は円みを帯びる．肛門は背鰭

第 9 棘基部直下に位置する．臀鰭は 1 基．臀鰭第 1 棘基部

は背鰭第 1 軟条基部直下に位置する．臀鰭第 2 棘が最長．

Fig. 1. Fresh specimen of Epinephelus akaara from Miyagi Prefecture, Pacific coast of Tohoku District, Japan (SNFR 24747, 193.0 
mm SL).
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臀鰭軟条部の縁辺は円みを帯びる．臀鰭棘条部の鰭膜は第

1, 2 棘の後方の鰭膜のみ切れ込む．胸鰭は大きく円みを帯

び，その後端は背鰭第 8 棘基部直下に位置する．腹鰭基部

は胸鰭基底部よりも後方に位置し，背鰭第 2 棘基部直下に

位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に達しない．尾鰭は

円形．側線は完全で，主鰓蓋骨上端から尾鰭基底部にかけ

て体背縁とほぼ平行にはしる．側線鱗にある小管は分枝せ

ず単一状．吻部，頬部，鰓蓋部および頭部背面の眼直上よ

り前部は小さな円鱗に覆われる．眼直上より後ろの体背面

および腹部下面は円鱗で覆われる．上下唇および胸鰭腋部

は無鱗．上記以外の体側は櫛鱗で覆われる．

色彩　生鮮時の色彩（Fig. 1）― 体の地色は褐色を呈し，

頭部ほど濃く尾部にかけては淡い．胸鰭基部周辺および下

顎から臀鰭基部前端にかけての体腹部を除く体全体に赤橙

色の小斑が密に分布する．体に不明瞭な暗色横帯が 6 本あ

る．胸鰭基部周辺と下顎から臀鰭基部前端にかけての体腹

部は淡い赤褐色．背鰭基部中央（背鰭第 8 棘から第 1 軟条

の基部）にかけて１つの大きな暗色斑がある．背鰭棘条部

の鰭膜は，地色は淡い褐色で，全体に赤橙色の小斑が密に

分布する．鰭膜外縁は，棘条部では赤橙色で縁取られ，軟

条部は広範囲にかけて淡い黄色を呈する．臀鰭の基部付近

は赤橙色の小斑が点在し，基部から外縁にかけては黄色を

伴う淡い黒色．胸鰭は橙色．腹鰭の軟条部は基部から外縁

にかけて赤褐色から淡い黄色のグラデーションを呈し，鰭

膜は淡い白色．尾鰭は淡い黄色で，外縁は薄い黒色．

分布　本種は朝鮮半島南岸，台湾南部，福建省からト

ンキン湾の中国沿岸，および日本に分布し，国内からは北

海道寿都，青森県から九州南岸の日本海沿岸，相模湾から

九州南岸の太平洋沿岸，東シナ海沿岸，青森県陸奥湾，対馬，

瀬戸内海，および鹿児島湾から報告されている（塩垣ほか，

2004；瀬能，2013；佐々木ほか，2014；竹内ほか，2015；

本田ほか，2024；中村ほか，2024）．

備考　本標本は背鰭条数が XI, 16 であること，胸鰭条

数が 17 であること，臀鰭軟条数が 8 であること，腹鰭基

部が胸鰭基底部の後方に位置すること，生鮮時，体の大部

分に赤橙色の小斑が密に分布すること，背鰭上縁は生鮮時

に明橙色に縁取られること，背鰭基底中央部に１つの大き

な暗色斑があることなどの特徴が，瀬能（2013）の示した

キジハタ E. akaara の特徴とよく一致したため，本種に同

定された．

宮城県沿岸で記録されたキジハタの出現経路に関する
考察　本研究の結果，宮城県沿岸および東北地方沖太平洋

沿岸からはじめてキジハタが標本に基づいて確認された．

本種の従来の分布は分布の項に示した通りであり，本標本

は本種の本州太平洋側における北限記録となる．

宮城県周辺に出現する南方系魚類の移動経路について

は，日本海側から津軽暖流により津軽海峡を経て来遊する

パターンと，黒潮の波及に伴って太平洋側の南方より来遊

するパターンの 2 つの経路が知られる（座間，2001）．キ

ジハタは本州太平洋側における個体数は少ないことが知ら

れており，これまでの太平洋側における分布の北限も相模

湾であるとされていた（瀬能，2013；本田ほか，2024）．

対して，本種は日本海側では北海道から九州にかけての広

い範囲で分布が確認されており，津軽海峡に面する青森県

陸奥湾からの報告もある（塩垣ほか，2004；瀬能，2013；佐々

木ほか，2014）．しかし，黒潮続流の波及が特に顕著であっ

た 2023 年には，キジハタと同様に太平洋側の分布が相模

湾あるいはそれよりも南方の海域であるとされていたイト

ヒキヒメ Hime formosana (Lee and Chao, 1994) やオニソコ

ホウボウ Pterygotrigla multiocellata (Matsubara, 1937)，ヤギ

ミシマ Uranoscopus tosae (Jordan and Hubbs, 1925) などの南

方系の底魚類が宮城県から記録されたことに加え，オオモ

ンハタ，アオハタおよびアカハタといった多くのアカハタ

属魚類についても黒潮続流の波及に伴い宮城県沿岸から出

現したことが報告されている（櫻井ほか，2024a；石川・

高津戸，2024；手良村ほか，2024；鈴木ほか，2025）．よって，

本種が宮城県沿岸に出現した要因としては日本海側あるい

は青森県津軽海峡側から津軽暖流により来遊したパターン

と，黒潮系水の波及に伴って東北地方以南の海域から来遊

したパターンいずれの可能性も考慮する必要がある．した

がって，今後は本種が東北地方太平洋沿岸に出現した要因

を明らかにするために，宮城県以外の東北沖太平洋沿岸に

おけるキジハタの分布状況について調査を行う必要があ

る．

キジハタは西日本の各地で年齢と全長の関係が調べら

れており，海域ごとに成長に差はあるものの，おおむね

1–4 歳で全長 250 mm 前後に達することが知られている

（萱野，2012；俵積田ほか，2019；辻村，2021；崎山ほか，

2023）．そのため，本研究で得られたキジハタ（全長 238.8 

mm）も，同様に生後数年経過している個体である可能性

が高い．一方で本種は岩礁への定着性の強い種であるこ

とが知られており，着底後の稚魚期以降は大きな移動は

行わないことが標識放流の調査から示されている（辻村，

2021）．しかしながら，本種は夏季に分離浮性卵を産出し，

孵化後はしばらく浮遊仔魚期を経た後に着底することが知

られている（鵜川ほか，1966；水戸ほか，1967）．また，

キジハタを含む多くのハタ科魚類は，仔稚魚期に背鰭第 2

棘および腹鰭第 1 棘が著しく伸長し，それらの先端に伸長

した鰭膜を有することが知られており（水戸ほか，1967；

Craig et al., 2011；岡本，2014；三井ほか，2020），ナミハ

タ Epinephelus ongus (Bloch, 1790) の仔魚ではこれらの鰭棘

を起ち上げて流体抵抗を増大させることで水流に乗って

受動的に移動する行動も確認されている（Kawabata et al., 

2014）．そのため，本報告で得られた標本は，着底前の稚



Ichthy 53 ǀ 2025 ǀ 14

Sakurai et al. — First record of Epinephelus akaara from Miyagi Prefecture

魚期以前に宮城県沿岸に来遊し，それが成長した個体であ

ることも考慮すべきである．一方で，宮城県沿岸域に来遊

する南方系魚類は冬季の低水温に耐えられず，通常その多

くが無効分散となることが知られている（座間，2001）．

しかし，近年の黒潮続流の波及や親潮南下の弱まりにより，

2023 年から 2024 年の宮城県沿岸は冬季も海水温が高い状

態で維持されており（Sato et al., 2024；宮城県水産技術総

合センター，2025），宮城県沿岸に来遊したキジハタの仔

稚魚が複数年にわたり越冬し成長した可能性も否定できな

い．したがって，今後は宮城県沿岸における本種の越冬お

よび定着の可能性についても考慮した，さらなる調査が行

われることが望まれる．

本研究により得られた宮城県沿岸域からのキジハタの

標本は 1 個体のみであるが，本研究で得られた標本以外に

も 2024 年 8 月以降に石巻魚市場にて定置網や刺網等で漁

獲されたキジハタが水揚げされていることが複数回確認さ

れていることに加え（第 2 著者，未発表），2024 年の夏季

以降には宮城県沿岸からの遊漁による本種の釣獲情報も多

数確認されている（第 1 著者，未発表）．そのため，宮城

県沿岸にはある程度まとまった個体数のキジハタが生息し

ていると考えられる．本種は西日本や九州，瀬戸内海では

水産最重要魚種の一種として扱われており，各地で本種の

成長や食性，移動などさまざまな分野における研究が精力

的に行われている［例えば，萱野（2001, 2012），俵積田ほ

か（2019），辻村（2021），崎山ほか（2023）］．そのため，

本種の分布拡大や生活史特性についての知見は生物地理学

的知見にとどまらず資源管理学的観点からも貴重な情報と

なり得る．したがって，本種の宮城県および東北地方太平

洋沿岸域における生息状況については，今後も継続して情

報収集を行う必要があると考えられる．
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